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5.2 算術関数の微分 

 前節で x のべき乗についての微分を学びましたが、その他のいわゆる算術関数を微分す

るとどうなるのでしょうか。ここではこれらの関数の中で代表的なものについて微分した

式を公式として与えます。この中には他の式から導けるものもありますが、これくらいは覚

えておいた方が役に立ちます。これら以外の関数については計算して求めることにします。

この中に
xey = の形の指数関数がありますが、これは度々現われる基本的な関数で、定数e

は前節で説明したネーピアの数です。また、対数関数に対してもネーピアの数 eが使われて

います。底を 10 とする対数を常用対数、これに対して底を eとする対数を自然対数と言い

ます。自然対数の場合は、底の eを省略して xlog と書くこともありますし、自然 (natural) 

を強調するために xln と書くこともあります。しかし、混乱を避けるために、このテキスト

では xelog のように、底をきちんと書くことにします。 

以下に算術関数の微分の公式を与えておきます。できれば覚えておきましょう。 

公式 重要 

c    0
dy

y
dx

= → =  
1   n ndy

y x nx
dx

−= → =  

   x xdy
y e e

dx
= → =  

1
log    e

dy
y x

dx x
= → =  

sin     cos
dy

y x x
dx

= → =  cos     sin
dy

y x x
dx

= → = −  

2

1
tan    

dy
y x

dx cos x
= → =  

ny x= の微分と同じことなのですが、 1y x dy dx= → = ，
2 2y x dy dx x= → =  もよく

使うので覚えておいて下さい。 

 

解説【Skip OK】 

上の公式の中で重要なものを２つ解説しておきます。 

a)    x xdy
y e e

dx
= → =  の証明 

まず、指数関数のところで述べた関係を確認します。 

0

1
lim 1

h

h

e

h→

−
=  

（
xy e=  のグラフでは 0x =  で接線の傾きが 1） 

これを使うと、 

0 0

1
lim lim 1

x h x h
x x x x

h h

d e e e
e e e e

dx h h

+

→ →

− −
= = = =  
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b) sin     cos
dy

y x x
dx

= → =  の証明 

( )
0 0

sin sin sin cos cos sin sin
sin lim lim

h h

x h xd x h x h x
x

dx h h→ →

+ − + −
= =  

( )
0 0 0

sin cos 1 cos sin cos 1 sin
lim sin lim cos lim cos
h h h

x h x h h h
x x x

h h h→ → →

− + −
= = + =  

注）半角の公式を使って右辺第 1項は 0 

2 1 cos
sin ( 2)

2

x
x

−
=  

 

5.3 関数の定数倍と和の微分 

算術関数の定数倍と和の微分は直感的に非常に分かり易いものです。これはやっていれ

ば自然に身についてきます。結局関数が 2 倍なら微分した答えも 2 倍、関数が足されてい

れば、微分はそれぞれを微分して足すというだけのことです。上で述べた算術関数の微分の

公式を見ながらやってみましょう。 

公式 

( ) ( )  '
dy

y af x af x
dx

= → =  

( ) ( ) ( ) ( )    '
dy

y f x g x f x g x
dx

= + → = +  

問題 

１）    
dy

y ax b
dx

= + → =  

２）
22 3 1 

dy
y x x

dx
= − + → =  

３）
3 24 5 2 3

dy
y x x

dx
x= − + →+ =  

４）
4 32 3 4 2

dy
y x x

dx
x= − + →− =  

５） sin cos    
dy

y x x
dx

= − → =  

６） log    x

e

dy
y e x

dx
= + → =  

７）
1

                         
dy

y x
x dx

= + = → =  
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問題解答 

（の中の→は、微分するとという意味） 

１）    
dy

y ax b a
dx

= + → =  （ 1 , 0ax a a b→  = → ） 

２）
22 3 1  4 3

dy
y x x x

dx
= − + → = −  （ 22 2 2 4 , 3 3 1 3, 1 0x x x x→  = − →−  = − → ） 

以後、定数項の微分は省いて書く。 

３）
3 2 24 5 2  13 2 6 5

dy
y x x x x

dx
x+ →= − + = + −  

（ 3 2 2 24 4 3 12 , 3 3 2 6 , 5 5 1 5x x x x x x x→  = →  = − →−  = − ） 

４）
4 3 3 22 3 4  8 62 3

dy
y x x x x

dx
x= − + −− → = −  

（ 4 3 3 3 2 22 2 4 8 , 2 2 3 6 , 3 3 1 3x x x x x x x→  = − = −  = − − →−  = − ） 

５） sin cos     cos sin
dy

y x x x x
dx

= − → = +  

（ sin cos , cos ( sin ) sinx x x x x→ − →− − = ） 

６）
1

log    x x

e

dy
y e x e

dx x
= + → = +  

（ , log 1x x

ee e x x→ → ） 

７）
1 1 2 2 1 21 1

   
2

dy
y x x x x x

x dx

− − −= + = + → = − +  

（ 1 2 1 2 1 21
,

2
x x x x− − −→− → ） 

 

演習 

１）
43 5

dy
y x x

dx
= + → =  

２） 2sin cos    
dy

y x x
dx

= + → =  

３） 2log    x

e

dy
y e x

dx
= + → =  

４）
23 sin  xy x x e

dy

dx
= − + → =  

 


